
 

 

令和６年度 災害ボランティア講座 開催要項 

ひとり一人の力で実現する復興支援 
 

 １ 目  的   全国各地で、災害の激甚化、頻発化する中で、災害ボランティア活動も被

災者の気持ちに寄り添いながら、多様な支援活動に対応することが求められ

ています。 

いざという時に、ひとり一人ができることを考え、活動者同士で協力し

て支援に臨むことができるよう、災害ボランティア活動に対する心構えや

被災者との関わり方、安全面への配慮等について理解を深めることを目的

に開催します。 

また、水害が増加する出水期を前に、水害時のボランティア活動に役立

つ実践的なスキル等をともに学びます。 

  

 ２ 主  催  倉吉市ボランティアセンター（倉吉市社会福祉協議会） 

 

３ 共  催  倉吉市ボランティア連絡協議会 

 

４ 協力団体  倉吉市、鳥取中部ふるさと広域連合西倉吉消防署、 

(予定)   社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会、鳥取教区天理教災害救援ひのきしん隊、 

国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 

 

 ５ 日  時  令和６年５月１２日（日）１３：３０～１６：００ 

 

６ 会  場  倉吉市防災センター（倉吉市福守町４１５―２） 

       

 ７ 内  容 

   （１）講義編 

テーマ「ひとり一人ができる支援を考えよう」 

   （２）実践編 

       テーマ「水害発生！みんなで一緒に水をせき止めよう」 

 

    講 師：一般社団法人消防救助技術開発  

ムービングハウス事業部 

企画戦略アドバイザー 

中村 昭 氏 

 

          講義編では、「ひとり一人ができる支援を考えよう」をテーマに、市社協に

よる令和６年能登半島地震支援の報告を交えながら、災害ボランティア活動に

おける心構えや被災者との関わり方、安全面への配慮等について理解を深めま

す。 

         また、実践編では、水害現場を仮設し、土のう袋の積み方や排水ポンプ、ス

コップ等の使い方を学びます。 

 

８ 対 象 者  災害ボランティア活動に関心がある方 

 

９ 定  員  ５０名 ※定員になり次第、締め切りとします。 

          



 

 

 

１０ 参 加 費  無料 

 

１１ 参加申込  ５月７日（火）までに、別紙チラシ裏面の申込書を下記へ提出してください。 

 

 

【申込み・問合せ先】  

倉吉市ボランティアセンター 

（倉吉市社会福祉協議会 地域福祉課 担当：鈴木・本谷） 

倉吉市福吉町１４００番地 倉吉福祉センター内 

電話 ２３－５６００ FAX ２２－５２４９  

E-Mail：info@kurayoshishakyo.com 

mailto:info@kurayoshishakyo.com

